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・ 
  

識

字

率

向

上

月

間 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

平
成
20
年
３
月
13
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
員 

69
名 

 
 

 
 

出
席
計
算
数 

 

6２
名
中
５1
名
出
席 

出
席
率
8２
・
2６
％ 

前
々
回
出
席
率
91
・
94
％ 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

「
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
」 

指 
揮 

者 

渡
辺 

観
永 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ビ

ジ

タ

ー 
 

 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

 

中
北 

智
久
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

今
日
は
ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
地
区
出
向

委
員
の
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀
江 

英
弥 

台
湾
の
切
手
展
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
原 

敏
正 

メ
ン
タ
マ
修
理
完
了
。 

 

横
井 

 

衞 

横
井
さ
ん
大
変
お
世
話
に
成
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
田 

 

澈 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 
 

横
内 

 

恭 

よ
い
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。
小
野 

定
男 

温
っ
た
か
く
な
り
ま
し
た
。
加
藤 

正
樹 

ス
プ
リ
ン
グ
春
カ
ム
。 

 

川
畑 

博
敬 

  

結
婚
記
念
月
で
す
。
今
日
ま
で
捨
て
ら
れ

ず
に
来
ま
し
た
。
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
々
木 

功 

 

会

長

挨

拶 
 

 
 

 

会
長 

堀
江 

英
弥 

 

急
に
春
め
い
て
き
ま
し
た
。
先
日
、
和

菓
子
屋
さ
ん
に
入
っ
て
み
る
と
ケ
ー
ス

の
中
は
も
う
す
っ
か
り
春
模
様
で
し
た
。

み
ど
り
色
の
草
も
ち
や
柏
の
葉
か
ら
少

し
白
い
顔
を
出
し
た
柏
餅
、
そ
し
て
さ
く

ら
の
葉
に
包
ま
れ
た
桜
餅
。
ど
れ
を
み
て

も
春
景
色
で
す
。 

 

今
週
は
桜
餅
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま

し
た
。
桜
色
し
た
生
地
で
小
豆
餡
を
包
み
、

塩
漬
け
し
た
桜
の
葉
で
包
ん
だ
餅
菓
子

で
す
が
、
関
東
と
関
西
で
は
違
い
が
あ
り
、

関
東
で
は
長
命
寺
餅
と
い
っ
て
小
麦
粉

か
白
玉
粉
の
生
地
を
ク
レ
ー
プ
の
よ
う

に
焼
い
て
餡
を
包
み
ま
す
。
由
来
は
江
戸

時
代
隅
田
川
沿
い
に
あ
る
長
命
寺
の
門

番
を
し
て
い
た
山
本
新
六
さ
ん
と
い
う

人
が
ち
り
積
も
る
葉
っ
ぱ
に
な
や
ま
さ

れ
、
葉
っ
ぱ
を
塩
漬
け
に
し
て
、
お
餅
を

包
ん
で
売
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
で
も
墨
田
区
向
島
に

「
山
本
や
」
と
い
う
和
菓
子
屋
さ
ん
が
在

り
一
個
１
８
０
円
で
桜
餅
を
売
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。 

関
西
で
は
道
明
寺
餅
で
、
も
ち
米
を
蒸

し
て
乾
か
し
た
も
の
を
粗
め
に
挽
い
た

も
の
を
皮
に
用
い
、
ま
ん
じ
ゅ
う
に
し
た

も
の
が
大
半
で
す
。
戦
国
時
代
、
炊
い
た

お
米
を
天
日
に
干
し
乾
か
し
た
も
の
を

糒
（
ほ
し
い
い
）
と
い
い
、
保
存
食
で
、

武
士
の
携
帯
食
で
し 

た
。
特
に
藤
井
寺
に 

在
る
道
明
寺
で
つ
く 

っ
た
糒
が
豊
臣
秀
吉 

か
ら
褒
め
ら
れ
る
ほ 

ど
有
名
で
し
た
の
で 

道
明
寺
粉
と
言
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
関
西

風
の
桜
餅
は
道
明
寺
餅
を
椿
の
葉
で
挟

ん
だ
の
が
原
型
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

餅
を
包
む
桜
の
葉
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

で
は
な
く
、
柔
ら
か
く
て
毛
が
す
く
な
い

大
島
桜
が
使
わ
れ
、
主
に
伊
豆
半
島
の
松

崎
町
で
７０
％
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
関
東
で
は
大
き
め
の
葉
が
使
わ
れ
、

関
西
で
は
小
ぶ
り
の
葉
が
好
ま
れ
る
そ

う
で
す
。 

 

今
週
は
桜
餅
の
話
で
挨
拶
に
換
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

地
区
委
員
会
報
告 

 
 

「
地
区
で
の
活
動
に
つ
い
て
」 

地
区

ＩＴ
委
員
会 

副
委
員
長 

地
区
史
編
纂 委

員
会
委
員 

 
 

 

杉
浦 

令
淑 

 
 

 

 

本
日
ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
言
う
こ

と
で
、
日
頃
の
地
区
委
員
会
の
内
容
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
が
所
属
し

て
い
ま
す
委
員
会
は
「
地
区
IT
委
員
会
」

と
「
地
区
史
編
纂
委
員
会
」
で
す
。
は
じ

め
に
「
IT
委
員
会
」
の
内
容
を
ご
報
告

し
て
最
後
に
聞
き
慣
れ
な
い
「
地
区
史
編

纂
委
員
会
」
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
お
話
し
し
ま
す
IT
委

員
会
は
数
あ
る
地
区
委
員
会
の
中
で
も
、

ま
だ
ま
だ
新
し
い
委
員
会
で
す
。
こ
の
委

員
会
は
岡
部
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
が
ノ
ミ

ニ
ー
の
時
２
０
０
０-

０
１
年
度
に
当

た
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
の
RI
会

長
フ
ラ
ン
ク
J
・
デ
ブ
リ
ン
さ
ん
が
IT

化
を
強
力
に
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

世

界

の

各

地

区

に

１
名

D
lC

O

（D
istric

t in
te

rn
e
t C

o
m

m
u
n
ic

a
t 

-io
n
 O

ffic
e
r

地
区
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
推
進
者
）
を
置
く
と
い
う
事
で
始
ま
っ

た
も
の
で
す
。
そ
の
初
代D

lC
O

は
当

ク
ラ
ブ
の
浅
野
彰
さ
ん
で
す
。 

 

そ
う
言
う
経
緯
か
ら
地
区
内
ク
ラ
ブ

の
ＩＴ
化
を
推
進
す
る
委
員
会
と
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
会
が
出
来
た
わ
け

で
す
。
各
分
区
か
ら
１
名
づ
つ
計
８
名
の

委
員
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
ま

だ
ま
だ
ＩＴ
化
の
認
知
度
が
低
く
、
各
分

区
を
回
り
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

推
進
に
勤
め
ら
れ
た
浅
野
委
員
長
は
、
ご

苦
労
さ
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。
私
が
正
式

に
委
員
会
に
参
加
し
た
の
は
岡
部
ガ
バ

ナ
ー
年
度
（
２
０
０
２-

０
３
）
か
ら
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
後
、
２
０
０
４-

０

５
年
度
の
浅
野
委
員
長
か
ら
現
在
の
坂

本
委
員
長
に
受
け
継
が
れ
、
年
6
回
の

委
員
会
と
８
分
区
の
現
地
に
出
か
け
て

C
lC

O

（C
lu

b
 in

te
rn

e
t C

o
m

m
u
n
i 

-c
a
tio

n
 O

ffic
e
r

ク
ラ
ブ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
推
進
者
）
会
議
を
開
い
て
ＩＴ
化
の

支
援
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
振
り
返

り
ま
す
と
地
区
内
ク
ラ
ブ
の
メ
ー
ル
ア
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ド
レ
ス
取
得
率
60
％
程
度
が
２
０
０
４

-

０
５
年
度
に

100
％
と
な
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
開
設
は
半
数
以
下
と
い
う
状
況

で
し
た
が
、
現
在
は
81
％
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ

バ
イ
ド
い
わ
ゆ
る
温
度
差
は
有
り
ま
す

が
、
地
区
内
ク
ラ
ブ
の
ＩＴ
化
の
必
要
性

が
認
知
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

続
い
て
地
区
史
編
纂
委
員
会
に
つ
い

て
、
簡
単
に
ご
報
告
し
ま
す
。
１
９
８
７

年
ＲＩ
第
２
６
０
地
区
が
愛
知
と
長
野
に

分
割
し
て
愛
知
が
第
２
７
６
０
地
区
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
年
に
初
め
て
地
区
史

「
は
ば
た
く
ロ
ー
タ
リ
ー
愛
知
長
野
ＲＩ

２
６
０
」
が
編
集
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
10
年
間
（
１
９
８
７ｰ

９

７
）
を
綴
っ
た
地
区
史
パ
ー
ト
Ⅱ
「
か
が

や
け
ロ
ー
タ
リ
ー
・
愛
知
」
が
発
刊
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
パ
ー
ト
Ⅲ
「
進

化
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
愛
知
」
と
云
う
タ
イ

ト
ル
で
、
伊
藤
鶴
吉
委
員
長
の
元
で
編
集

作
業
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

地
区
年
次
寄
付 

委
員
会
委
員 

  

草
野 

勝
彦 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団 

年
次
給
付
に
つ
い
て 

１
．
年
次
寄
付
と
は 

／ 

年
次
寄
付
と
は
、

一
人
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
毎
年

100
ド

ル
の
寄
付
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
２
０
０
４
年
規
定
審
議
会
に

お
き
ま
し
て
は
、E

V
E

R
Y

 R
O

T
A

R
 

-IA
N
 
E

V
E

R
Y
 
Y

E
A

R

（
毎
年
あ

な
た
も

100
ド
ル
を
）
を
推
進
す
る
よ

う
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

２
．
主
な
使
途 

／ 

年
次
寄
付
の
主
な
使

途
は
、
年
次
寄
付
の
本
年
度
寄
付
３
年

後
の
年
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
金
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。
国
際
財
団
活
動
資
金
と

し
て
５０
％
、
地
区
財
団
活
動
資
金
と

し
て
５０
％
が
使
用
出
来
ま
す
。
地
区

財
団
活
動
資
金
の
内
容
は
、
地
区
補
助

金
・
国
際
親
善
奨
学
金
・
Ｇ
Ｅ
Ｓ
・
他

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

３
．
活 

動 

／ 

委
員
会
の
活
動
方
針
は
、

「
毎
年
あ
な
た
も

100
ド
ル
を
」
の
促

進
で
す
。
全
会
員
が
実
行
し
、
ご
協
力

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

地
区
社
会
奉
仕 

委
員
会
委
員 

  

新
沼 

 

操 

 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
第
２
７
６
０
地
区

社
会
奉
仕
委
員
会
活
動
の(

現
在
進
行
中)

現
状
報
告
を
致
し
ま
す
。 

 

地
区
の
社
会
奉
仕
委
員
会
活
動
は
、
２

つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
第
１
は
、

２
７
６
０
地
区
81
ク
ラ
ブ
で
の
社
会
奉

仕
委
員
会
活
動
、
第
２
は
、
２
７
６
０
地

区
内
名
古
屋
市
内
23
Ｒ
Ｃ
の
社
会
奉
仕

委
員
会
で
有
り
、
予
算
・
活
動
共
、
別
々

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
81
ク
ラ
ブ
で
の

奉
仕
活
動
は
地
区
全
体
が
中
心
と
な
り
、 

市
内
23
Ｒ
Ｃ
の
場
合
は
、
各
ク
ラ
ブ
提

案
の
奉
仕
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

先
ず
第
１
の
奉
仕
活
動
は
、
地
区
か
ら

の
予
算
は
10
万
円
だ
そ
う
で
、
会
議
費

等
は
、
出
席
者
の
個
人
負
担
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
全
ク
ラ
ブ
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
を
目
標
と
し
、
ま
ず
各
ク
ラ
ブ
一

万
円
負
担
に
て
81
万
円
か
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

８
台
を
購
入
致
し
ま
し
た
。
６
月
頃
当
ク

ラ
ブ
に
練
習
の
た
め
回
っ
て
来
ま
す
。
ク

ラ
ブ
で
は
、
社
会
奉
仕
委
員
会
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
り
、
皆
様
共
参
加
で
練
習
を

し
、
緊
急
時
に
そ
な
え
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く

は
、
各
一
ク
ラ
ブ
一
台
を
目
標
と
し
活
動

致
し
て
お
り
ま
す
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
時
期
が

来
た
時
は
当
ホ
テ
ル
に
は
３
ク
ラ
ブ
が

例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
し
、
さ
ら
に
は
ホ

テ
ル
に
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
時

期
が
来
ま
し
た
ら
検
討
致
し
ま
す
。
も
う

一
つ
は
前
回
２
月
28
日
に
も
報
告
致
し

ま
し
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
交
流
会
会
議
の
運
営
及

び
取
り
ま
と
め
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

つ
ぎ
は
、
市
内
23
Ｒ
Ｃ
社
会
奉
仕
委

員
会
、
こ
ち
ら
は
２
ヶ
月
に
一
度
会
議
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
算
は
上
期
一
名

\
1

,0
0

0
×
23
Ｒ
Ｃ
会
員
数
（1

,7
6

5

名
）
＝
計 

\
1

,7
6

5
,0

0
0

、
下
期 

\
1

,0
0

0
×

1
,7

5
0

名

＝

計 

\
1

,7
5

0
,0

0
0

、
繰
越
金
と
合
わ
せ
、

今
年
度
予
算
は\

4
,2

4
3

,7
8

7

が
組
み

込
ま
れ
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
事

業
計
画
案
は
９
月
会
議
で
各
ク
ラ
ブ
よ

り
活
動
内
容
が
提
案
さ
れ
、
11
月
会
議

で
協
議
致
し
ま
し
た
。
決
定
さ
れ
た
事
業

計
画
は
、
２
月
会
議
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

１
．名
古
屋
西
Ｒ
Ｃ
推
薦
／(

社)

被
害
者
サ 

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
愛
知
に
二
百
万
円 

使
用
目
的
は
、
10
周
年
記
念
誌
作
成 

２
．
名
古
屋
名
東
Ｒ
Ｃ
推
薦
／
希
望
の
会 

使
用
目
的
は
、
Ｈ
Ｐ
製
作
費
、
及
び
Ｏ

Ａ
機
器
購
入 

３
．
名
古
屋
葵
Ｒ
Ｃ
推
薦
／
地
球
温
暖
化 

防
止
活
動
推
薦
セ
ン
タ
ー 

使
用
目
的
は
具
体
的
に
な
し 

２
・
３
の
事
業
費
は
百
万
円
。
計
三
百
万

の
目
録
贈
呈
が
２
月
会
議
で
行
い
、
と
同

時
に
各
事
業
計
画
発
表
が
有
り
ま
し
た
。 

 

第
２
７
６
０
地
区
市
内
23
Ｒ
Ｃ
社
会

奉
仕
委
員
会
へ
、
皆
様
が
年
二
千
円
支
払

わ
れ
る
、
お
金
の
使
用
内
容
は
、
以
上
で

有
り
ま
す
。 

 

『
友
』
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
速
報 

２
０
０
８
年
３
月
１１
日N

o
.3

2
6

 

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
誕
生
40
年 

最
初
に
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
が
創

立
さ
れ
て
、
今
月
で
40
年
を
迎
え
ま
す
。

3
月
10
～
16
日
の
世
界
ロ
ー
タ
ー
ア

ク
ト
週
間
に
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
の

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
協
同
活
動
を
行
い
、
ウ

ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
会
長
に

認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う

か
？
世
界
の
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
が
最
近

行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

・ 

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
バ
ー

ク
レ
ー
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
は
、

骨
髄
ド
ナ
ー
の
登
録
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
毎
年
、
数
百
人
も
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
学
生
が

登
録
を
し
て
い
ま
す
。 

・ 

エ
ジ
プ
ト
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
ロ
ー

タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
で
は
、B

e
a
u

tif 

-u
l M

in
d

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
、
障

害
が
あ
る
子
ど
も
が
い
る
28
の
恵
ま

れ
な
い
家
庭
に
、
収
入
を
生
み
出
す
た

め
の
資
材
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
で
精
神
障
害
に
対
す
る
認
識
を
高

め
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

・ 

シ
カ
ゴ
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
ロ

ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
た
ち
は
、
パ
ナ
マ
に

行
き
、
パ
ナ
マ
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ

ブ
と
と
も
に
、
バ
ジ
ョ
・
マ
ニ
ト
村
に

3
,0

0
0

ガ
ロ
ン
（
約1

1
,0

0
0

リ
ッ
ト

ル
）
の
水
が
は
い
る
タ
ン
ク
を
寄
贈
し
、

各
家
庭
に
配
管
を
通
し
ま
し
た
。 

・ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ

ェ
ー
ル
ズ
大
学
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ

ブ
で
は
、
過
去
３
年
、
ア
ジ
ア
や
太
平

洋
の
島
々
へ
行
き
、
人
権
を
守
る
施
設

を
作
っ
て
い
ま
す
。 

 

卓 
 

話 

海
上
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
活
動 

「
炎
天
下
の
イ
ン
ド
洋 

 
 

 
 

 
 

 

給
油
活
動
に
つ
い
て
」 

元
海
上
自
衛
隊
イ
ー
ジ
ス
艦 

 

 

艦
長 

海
将
補 

柴
田 

哲
冶
さ
ん 

 
 

  

紹
介
者 

岩
崎 

征
一
さ
ん 

 

広
報
委
員
会 

 

内
藤 

 

明 

・ 

近
藤
宏
一
郎 

小
島 

雅
尚 

・ 

杉
浦 

令
淑 

犬
飼 

芳
雄 

・ 

長
野 

 

弘 

４
月
３
日
（
木
） 

例
会
の
ご
案
内 

 


